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(1) 大畑 倫（おおはた のり）氏，昭和２年小野津神宮（かみや）出身
　本稿の記号は (2) と (3) で，詳しいことは拙論（2016）を参照。
(2) 音調記号（○は任意の拍｡ 音調の交替とその表記については後述）
　[○：○の直前の上昇（上げ）
   ○ ]：○の直後の下降（下げ）
   |：アクセント単位の切れ目。
(3) 主な語音記号（他は，ほぼローマ字通りの発音）
   P, T, C, K：喉頭（緊張）化音（無気音）。　　N：撥音
   C, c：チ・ツとタ行拗音の破擦音子音。Cji（チ），Cu（ツ）など。
   ’：声門閉鎖音 [  ]。’i と声門閉鎖音のない ji の対立がある。
   ng：鼻濁音の [ ŋ ]。語頭以外，特に助詞のカﾟに頻出。喜界以外の地名はgで出る。
   I, E：a, i, u, e, o の他，緩んだ中舌化母音の Iと Eがある。































　後部が２拍語の場合，「バス」（α）[ba]su も「ガス」（β）ga[su も，-ba[su]，-ga[su] 
でβ系列（－①）になる。語末が撥音の「パン」（α）[Pa]Nも [フ ]ランスパ [ン ]となる。














[ 付記 ] 一方ならぬお世話になった話者の大畑倫先生に厚く御礼を申し上げる。本稿は，
2016年度 JSPS科学研究費16K02619による研究成果の一部である。
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